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細胞機能の全合成と
その臨床応用に向けて

私達の研究課題は、細胞走化性および細胞貪食の分子機構の解明
です。これらの細胞機能を担う情報伝達系は、時間スケールが非
常に速く、アウトプットが非線形で、また空間的にダイナミック
です。こうした特徴ある情報伝達系の解明に向け、私達は様々な
摂動ツールを開発して、これらの研究対象を意のままに操作した
り、また“作る”ことで理解しようとしてきました。今回のセミナー
ではこうした構成生物学的な研究と、さらにそこから得られた技
術や知見をもとにした、癌の新たな治療法の開発に向けた予備研
究を紹介したいと思います。


